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《書 評》
"Heritage Language Education: A New Field Emerging" 
  Donna M. Brinton, Olga Kagan, and Susan Bauckus (eds.) 
                NY: Routeledge, 2008.
宮竹愛子 ・友沢昭江 ・マルヴィー 菜穂子、・鈴木崇夫 ・加藤真帆子
マクフ ァーソン田中苗美 ・ロー レンス桜井静 ・小野桂子.・白頭宏美 ・ダグラス昌子
真嶋潤子 ・谷 ロジョイ ・櫻井千穂 ・立花有希 ・佐々木倫子 ・中島和子(執 筆順)
MHB研究会では、2009年2A23日(月)、継承語教育研究と実践の最先端を伝え
る上記専門書の読書会を行いました。
本書について 中島 和子(トロン ト大学)
年少者 を中心に発展 してきた中南米やカナダの継承語 教育 とは異なり、米国の最近
の継承語教育は、高校や大学の外国語クラスに混在する継承語話者 たちを対象に発展
してきた。「家庭では継承語を話す英語話者」 と定義 される継承語使用者の言語能力が、
たまたま米国の国家戦略的ニーズと相まって、急遽国の言語資源 として高 く評価 される
よ うになったのである。 このような動きが始まったのは2000年前後であるが、その後こ
の新 しい継承語運動 は大きく発展 、現在 では、先住民、 ろう児、移住 ・外国人児童生
徒 を含めて、マイノリティー言語 に関わる研究者 、学習者、教師、保護者 、コミュニ
テ ィを包括的にエンパワーする大きな力 にな りつつある。
本 書は、 この運動の中核 的存在 であったカ リフォルニア大学 ロスアンジェルス校
RussellN.Campbell教授(1927-2003)への追悼 号である。Campbell教授が主宰
した2001年のUCLAHeritageLanguageResearchPrioritiesConferenceで今
後のあるべき研究指針 として提示 された学際的アプローrチをモ ッ トー とし、幅広 く継承
語にまつわる国家政策、言語的特徴、教師養成、カ リキュラム、プログラム評価など20
もの論文が収録 されている。まさにHeritageLanguageEducation:ANewField
Emergingとい うタイ トルにふさわ しく、萌芽期にある継承語教育のさまざまな側面を
カバーしたものである。
実は、移民大国である米国には、当然のことながら継承語教育の長い歴 史がある。
継承 日本語教育 においても然 りである。新 しい継承語運動が どのよ うな形で、過去の
遺産 と整合 性を持ちつっ米国の言語教育の地図を塗 り替えていくか目の放せない ところ
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(継承 語学 習者 とは?:米 国の継 承語 教育 にお け る アイ デ ンテ ィテ ィ と




踏 まえ、 この解釈で網羅されていない文化 的、心理学的な観 点や社会心理学的要素の
必要性を提案す る。次に、継承語学習者が、言語によるコー ド・スイッチ と同時に、
文化 もスイ ッチすることに着眼 し、Gutierrezeta1.(1999)が提唱するthirdspace
などにおいて現れるpossibleselves(McGinnis,2002)と呼ばれる未知のアイデンテ ィ
ティを示唆す る。継承語は現在 でこそ、problemではなくresourceとい う概括が一般
的であるが、英語優位 の概念 も依然存在する。継承語学習は、学習者の生活 を豊かに






(もう一 つ の言語 を学 ぶ とい うこと一現行 の教 育 制度 でバ イ リ ンガ リズ ム




民を受 け入れるアメリカ合衆国(1980年代には900万人)で は二言語学習カ リキュラ
ムは望ま しいものとはみなされない。 マイノリティー児童は学力や英語力の点で劣 り、












(継承 語 に関す る政 策活動 表 われ 方 と市 民権 の関係)
JosephLoBianco
言語維持がいかに政策の中で論議 されているかを分析す るために、スコッ トラン ドと
オ・一ス トラリアの事例を紹介。
スコットラン ドは1997年に地方 自治権 を連合王国か ら獲得 し、新議会が言語政策を
検討。それまで絶滅の危機 にあったゲール語の復興が、 コミュニティーレベルの活動を
始め成功をお さめている。 尚、EUは 事実上の市民権のようなものを生み出 しているが、
少数派言語に関する憲章は進んでいない。
オース トラリアでは、戦後の言語政策 の発 展が市民権の拡大 と重 なっている。言語
政策 では1970年前 半に多文化 ・多言語 主義 に向か う発展 をとげ、1980・90年代にコ
ミュニティーランゲ ッジ、アジア言語重視の政策に移行 した。パスポー ト発給は、1948
年に国内居住者に、1967年に原住民に、2002年に二重国籍容認 と市民権が拡大された。
自分のルー ツ(heritage)や起源にこだわりながら市民権 のアイデンティテ ィを探す
新 しい論議は、生産的な政策基準 と対談 に基づく必要がある。
(マル ヴィー 菜穂子)
【第4章 】HeritageLanguageEducationinCanada





































































(英語 を母 語 とす る 日本 語上 級学 習者 にお ける言語 学習 の経 験 と


































(継承 日本 語学 習者 の プロ フ ィール と個別 カ リキ ュラム)
MasakoO.Douglas
当論 文は継承語 日本語(JHL)話 者 のプロフィールの構築 と、それ を基にデザイン
した個別カリキュラムの効果の測定結果の報告である。まず、プロフィール構築のため、
大学の外国語 としての 日本語 中級 レベルに登録 したJHL学習者14人に対 して、言語背
景調査 と言語力測定(ACTFLのOPI、クローズテス ト)を実施 した。JHL学習者 の
プロフィール として、学校教育をうける言語 としては英語を背骨の言語 とし、また話す
力 に比べ、読みの力が低 く、その読みの力は個人差が大きいことがわかった。次 に、こ
のようなプロフィールをもつJHL学習者のためにとくにリテラシーに焦点をあてた個別
カリキュラムをデザインし、その効果 を測定 した。Pre-/post一テス トの比較で、漢字
力には統計的に有意差が出た。漢字学習ス トラテジーとクローズテス トの結果は統計的
有意差 はなかった ものの、post-testが高くな り、個別指導の効果がみ られた。
(ダグラス 昌子)
【第14章】SpanishforNativeSpeakersEducation:TheStateoftheField


































(ロサ ンゼル ス統合 学 区 にお ける韓 国語/英 語 双 方 向型バ イ リンガル 教育)
Sung-ockS.SohnandGraigC.Merrill
本 章では、 ロサンゼルス統合学区(LAUSD)に おけるKorean/EnglishDual
LanguageProgram(KDLP)にっいて述べ られている。KDLPとは、韓国語話者
(英語学習者)と 英語話者が同学級で学ぶ 「双方向型バイ リンガル教育」である。 この
プ ログラムを採用す る小学校 で行われた研 究結 果 によると、幼 稚園か ら継続 して
KLDPに参加 している韓 国人生徒は、それ以外のプログラムに参加する韓国人生徒 と










(スペ イ ン語 イ マー ジ ョンク ラスで 学習 言語 能 力を伸 ばす)
AndrewD.CohenandTaniaGomez
本報告は、 ミネソタ州セン トポールのスペイン語イマージョン小学校に在籍する5年





決場面でinnervoiceを使 うよう児童 を指導 し、 コース開始時 と終了時のテス トで口
頭 運用 能力 に変化 が見 られ るかを考察 している。 結論では、仮説 通 りL2のinner
voiceの使用が学習言語能力の発達 に効果があることが指摘 されている。 しか し一方で、
本調査では同時に複数の指導(実践)が行われてお り、特定の指導法 と効果 との因果関
























(コミュニ テ ィの継 承語 リソース の発見 と利 用 一プ ログ ラム の設 計 と評 価




















図 コ ミュ ニ テ ィの た め の 資 源基 盤 型地 図(ア セ ッ ト ・マ ップ)
(Kretzmann&McKnight,1993,p.7より)
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【第20章】SalvagingHeritageLanguages
(幼児期の継承語体験か ら得るもの)
TerryKit-fongAu
幼児時代の継承語体験が、長 じて高校や大学で継承語を再学習するときに、どのよ
うに役立っか。幼児時代の体験が継承語 「話者」(speaker)であったか、聴 くだけの
「聴者」(hearer)であったかによって、その利点がどう異なるか。このような継承語
体験の差による利点を、スペイン語(200名)、韓国語(43名)を学ぶ米国の大学生を対
象にアンケー トとインタビュー方式で認知心理学者の立場から調査分析したもの。継承
語 「話者」は再習得時に音声面で明らかなプラス、また 「聴者」も大学で初めてスペ
イン語を学ぶ学習者 よりも母語話者に近い発音を獲得する傾向が見られた。しかし利
点は音声面に限られ、形態面や構文面では利点が見出せていない。継承語再習得にお
いてもっとも有利な条件とは、継承語のアクティブな使用者であること、継承語がフル
に発達 していることであり、「幼児以降も継続して継承語話者である必要がある」と結
論づけている。
(中島 和子)
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